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問
題

　
名
古
屋
市
で
は
、
社
会
生
活
を
営
む

上
で
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
を

対
象
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
二
〇
一
三
（
平
成

二
五
）
年
に
「
名
古
屋
市
子
ど
も
・
若

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、
子

若
セ
ン
タ
ー
）を
開
設
し
た
。
子
ど
も
・

若
者
に
関
す
る
問
題
は
、
教
育
、
障

害
・
医
療
、
就
業
、
生
活
支
援
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
複

数
の
問
題
を
抱
え
、
複
数
の
領
域
か
ら

の
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
従
来
の
縦
割
り
行

政
で
は
、
市
民
の
目
か
ら
見
て
使
い
勝

手
が
悪
く
不
便
で
、
十
分
な
支
援
が
行

き
届
き
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。
子
若

セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
在
住
の
お
お
む
ね

三
九
歳
ま
で
の
子
ど
も
若
者
を
主
な
支

援
対
象
と
し
、
困
り
ご
と
の
内
容
に
関

わ
ら
ず
相
談
を
一
手
に
引
き
受
け
る
窓

口
で
あ
り
、
各
種
機
関
と
連
携
し
て
、

支
援
対
象
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
・
支

援
を
提
供
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。

　
子
若
セ
ン
タ
ー
で
は
、二
〇
一
八（
平

成
三
〇
）
年
時
点
で
、一
〇
名
の
常
勤
・

非
常
勤
相
談
員
が
在
籍
し
、
来
所
相
談

や
訪
問
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
相
談
員

を
通
じ
て
、
各
種
専
門
機
関
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
福
祉
事
務
所
、
弁
護
士
、
臨

床
心
理
士
な
ど
）
に
よ
る
支
援
へ
つ
な

ぐ
だ
け
で
な
く
、
学
習
支
援
や
話
し
相

手
・
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
問
題
に
も
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
よ
り
そ
い
サ

ポ
ー
タ
ー
）
と
連
携
し
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
特
に
、
来
所
で
き
な
い
相
談

者
・
支
援
対
象
者
の
た
め
の
訪
問
相
談

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
に
力
を
入
れ
て
い

る
点
も
特
徴
で
あ
る
。
二
〇
一
七
（
平

成
二
九
）
年
度
の
実
績
つ
い
て
、
新
規

相
談
者
実
数
五
七
五
人
、
の
べ
相
談
件

数
八
一
九
二
件
、
連
携
機
関
数
三
四
七

機
関
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
数
一
八
〇
七
件

の
相
談
お
よ
び
支
援
を
行
っ
て
い
る

（
渡
邊
、
二
〇
一
九
） 

。
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
推
進
法
（
二
〇
一
〇
年
施

行
）
に
よ
り
、
全
国
的
に
子
ど
も
・
若

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
は
開
設
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
が
、
名
古
屋
市
の
施
策
は

都
市
型
の
先
駆
的
施
策
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
開
設
か
ら
五
年
が
経
過
し
、

若
者
の
社
会
的
自
立
や
他
機
関
連
携
を

は
じ
め
と
す
る
成
果
は
上
が
っ
て
い
る

も
の
の
、
可
視
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
。

　
今
回
、
名
古
屋
市
と
名
市
大
人
間
文

化
研
究
科
の
教
員
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同

研
究
と
し
て
、
子
若
セ
ン
タ
ー
で
蓄
積

さ
れ
た
相
談
記
録
の
分
析
を
行
っ
た
。

こ
の
研
究
を
通
じ
て
、
都
市
型
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
分
析
・
評
価
す
る
と
同
時
に
、

そ
の
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。
本
稿
は
、
共
同
研
究
の

中
で
も
、
子
若
セ
ン
タ
ー
が
扱
っ
た
相

談
事
例
の
パ
タ
ー
ン
分
析
の
結
果
を
報

告
す
る
。

方
法

分
析
対
象

　
分
析
対
象
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
一

日
か
ら
二
〇
一
八
年
三
月
三
一
日
ま
で

に
、
子
若
セ
ン
タ
ー
で
支
援
し
た
ケ
ー

ス
五
三
一
件
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、

二
〇
一
七
年
度
以
前
に
相
談
が
開
始
さ

れ
、
二
〇
一
七
年
度
に
支
援
が
継
続
さ

れ
て
い
た
ケ
ー
ス
と
二
〇
一
七
年
度
に

新
規
に
相
談
が
開
始
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が

含
ま
れ
る
。
分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ

は
、
相
談
開
始
時
も
し
く
は
二
〇
一
七

年
四
月
一
日
時
点
、
お
よ
び
、
相
談
終

了
時
も
し
く
は
二
〇
一
八
年
三
月
三
一

日
時
点
で
の
ケ
ー
ス
の
状
況
に
つ
い
て
、

ケ
ー
ス
担
当
者
が
記
し
た
メ
モ
を
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
た
。

属
性
項
目

　
本
研
究
で
使
用
し
た
支
援
者
の
属
性

デ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
支
援
対
象
者
の
性
別
： 

男
性
、
女
性
、

か
ら
一
つ
を
選
択
。

◦
支
援
対
象
者
の
年
齢
： 

数
字
で
記
入
。

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

　「
名
古
屋
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
ケ
ー
ス
の
分
析
⑴
」

名
古
屋
市
立
大
学
人
間
文
化
研
究
科
　
久
保
田
健
市
・
谷
口
由
希
子

名
古
屋
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
渡
辺
ゆ
り
か

名
古
屋
市
子
ど
も
青
少
年
局
　
越
　
　
竜
司
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◦
初
回
相
談
者
： 

本
人
、
母
、
父
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
親
戚
、
そ
の
他
、

か
ら
一
つ
を
選
択
。

◦
相
談
開
始
日
： 

年
月
日
を
数
字
で

記
入
。

◦
主
訴
： 

ひ
き
こ
も
り
、不
登
校
、ニ
ー

ト
、
非
行
、
暴
力
、
い
じ
め
、
親

子
関
係
、
人
間
関
係
、
発
達
障
害
、

知
的
障
害
、
身
体
障
害
、
精
神
障
害
、

就
職
、
そ
の
他
、
の
中
か
ら
該
当

す
る
も
の
を
す
べ
て
選
択
。

成
果
指
標
の
評
価
基
準

　
成
果
指
標
と
は
、
子
若
セ
ン
タ
ー
が

自
身
の
活
動
成
果
の
可
視
化
の
た
め

に
設
定
し
た
活
動
の
評
価
項
目
で
あ

る
。
成
果
指
標
は
、
各
六
項
目
の
リ
ス

ク
指
標
（
自
傷
、
加
害
、
反
社
会
行
為
、

孤
立
、
貧
困
、
生
活
基
盤
）。
お
よ
び
、

適
応
指
標
（
社
会
的
資
源
、
交
友
、
経

験
、
活
動
、
目
標
、
役
立
ち
）
で
構
成

さ
れ
る
。
各
指
標
の
評
価
基
準
を
表
1

（
リ
ス
ク
指
標
）、
お
よ
び
表
2
（
適
応

指
標
）に
示
す
。
本
稿
で
は
、相
談
ケ
ー

ス
の
パ
タ
ー
ン
分
析
と
い
う
目
的
に
鑑

み
、
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
ま
た
は
相

談
開
始
日
の
デ
ー
タ
の
み
を
分
析
に
用

い
た
。

 

分
析

　
結
果
の
分
析
は
、
ま
ず
ケ
ー
ス
の
属

性
（
支
援
対
象
者
の
性
別
・
年
齢
・
初

回
面
接
者
）、
主
訴
、
成
果
指
標
ご
と

の
頻
度
お
よ
び
比
率
を
求
め
た
。
そ
の

後
、
各
種
属
性
、
主
訴
、
成
果
指
標
に

お
け
る
評
価
間
の
関
連
性
を
見
る
た

め
に
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
を

行
っ
た
。
分
析
に
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
の
統
計
解
析
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
るR

（
バ
ー
ジ
ョ
ン
三・
六・
二
。R C

ore 
Team

、
二
〇
一
九
）
を
用
い
た
。

結
果

相
談
ケ
ー
ス
の
属
性

◦
性
別

　
支
援
対
象
者
の
性
別
は
、
男
性
が

三
一
九
人
（
六
〇・
一
％
）、
女
性
が

二
一
二
人
（
三
九・九
％
）
だ
っ
た
。

指標 段階 概要 具体例
自傷 -1 社会通念上の癖を超える強い刺激

を身体に加えている
抜毛、体を叩く、頭を打ち付ける（頻
回に）、未受診

-3 負傷や健康を害する等身体に有害
な行為がある

過食や拒食、異食、非衛生、体に針を
刺す、受診拒否（軽い病気）

-5 生命に危険のある行為がある リストカット、OD、自殺企図、受診拒
否（重い病気）

身近な者への加害 -1 迷惑行為がある 虚言、からかい、盗み
-3 軽度又は低頻度での攻撃的行為、脅

迫、騙し行為がある
暴力、暴言、窃取

-5 重度かつ高頻度での攻撃的行為、脅
迫、騙し行為がある

負傷させるほどの暴力、凶器の使
用、恐怖による支配、恐喝

反社会行為 -1 他者への不誠実な行為、非行につな
がる行為がみられる

虚言、家出、不道徳な者との交際

-3 窃盗や詐欺などの（暴力を伴わな
い）犯罪を行っている

万引きや窃盗、詐欺集団への加担、
暴走族

-5 暴力を伴う犯罪、社会を混乱させる
犯罪を行っている

脅迫、暴行、放火、武器の常時携帯

孤立 -1 限られた他者との交流がある 限られた他者と、最低限の関係や相
談の機会が持てる

-3 親族等極めて親しい人以外の交流
がない

家族以外に話す人が誰もいない

-5 他者との交流がなく社会と完全に断
絶している

家族を含め誰ともコミュニケーショ
ンがとれない状態にある

貧困 -1 生活は維持できるが余暇等への支
出が極端に少ない

暮らしに精一杯で、文化的な要素にお金をつかえない
（交際費やスマホ等は生活インフラとして整理する）

-3 生活は維持できるが自己の成長に
必要な投資ができない

学業や就業に必要なお金がない

-5 生活の維持が困難（生活保護水準以下） ホームレス状態、行政等の緊急介入
が必要な状態、多重債務

生活基盤 -1 生活基盤は確立しているが社会生
活に支障がある

生活リズムが整っていない、金銭管
理が困難

-3 生活基盤が整わず日常生活に支障
がある

衣食の一部が常に不足、家賃滞納が
ある、近隣トラブルがある

-5 生活基盤を喪失している 安心して住み続けられる住まいがな
い、虐待を受けている

表1　リスク指標の一覧

表2　 適応指標の一覧

注) 「問題ない」ケースには0と評価する。

注) 1の基準を満たさないケースには0と評価する。

指標 段階 概要 具体例
社会的資源 1 困ったとときに相談や援助依頼をす

ることができる人や支援機関がある
家族・支援者・友人などに困ったとき
にSOSが出せる

3 社会生活を送るうえで必要な（生身
の）人間関係が形成されている

家庭以外の場（仕事・学校・趣味）に人間
関係がある（ネット上のみの関係は除く）

5 自分の人生を豊かにするために、自ら
（生身の）新たな人間関係を形成できる

社交的な活動、サークル活動、リー
ダー的存在

交友 1 定期的に関わりの持てる他者が一
人以上いる

家族以外の他者との関わり

3 自分の経験や感情を開示できる他
者がいる

他者に心配事やSOSを話せる、喜び
を分かち合える

5 複数の友人と多面的な交流ができる バランスのある関係、段階的で複雑
な関係が見られる

経験 1 経験や学びに関する希望や欲求を
言語化できる

経験を積みたいという気持ちがあ
り、表現できる

3 経験や学びに関して意欲的に行動
を起こしている

具体的で継続的な行動、自己の成長
への自覚がある

5 年齢相当の経験と学びを十分に得
ている

同世代の一般的な者と同程度の経
験や学びがある

活動 1 ひとりで必要最小限の外出ができる コンビニ、図書館、パチンコ等への
買い物

3 誰かと一緒に目的のある活動がで
きる

他者と一緒に、サークル、勉強会、イ
ベントなど参加

5 社会と関わる活動がある 安定的な通学、就労、身近な人以外
の集団との関わりがある

目標 1 自分の将来に関して希望や欲求がある 漠然とでも目標がある
3 短期の具体的な目標があり、言語化

できる
1年以内程度の目標があり具体化さ
れている

5 長期の具体的な目標がある 一生を通じたもの、プロセスに計画
性がある

役立ち 1 受け身でも、集団の中で単純かつ手順
が明確な役割を果たすことができる

小さな仕事、係、手伝いなど、負担に
なりすぎない役割

3 集団の中で自ら、一定の責任がある
役割を果たすことができる

仕事や学校で一定の責任のある役
を担っている

5 社会に対して、貢献的な役割を果た
している

所属する集団での地域活動やボラ
ンティア等
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◦
年
齢

　
支
援
対
象
者
の
年
齢
段
階
の
頻
度

お
よ
び
比
率
を
表
3
に
示
す
。
比
率

の
高
か
っ
た
順
に
見
る
と
、
一
五
〜

一
九
歳
（
三
五・六
％
）、
二
〇
〜
二
四

歳
（
二
二・
二
％
）、
二
五
〜
二
九

歳
（
一
三・
四
％
）、
一
五
歳
未
満

（
一
一・
三
％
）
だ
っ
た
。
子
若
セ
ン

タ
ー
の
支
援
対
象
者
は
原
則
三
九
歳
ま

で
で
あ
る
が
、
四
〇
歳
を
超
え
る
ケ
ー

ス
も
わ
ず
か
に
見
ら
れ
た
。

 

◦
初
回
来
談
者

　
支
援
対
象
者
の
年
齢
段
階
の
頻
度
お

よ
び
比
率
を
表
4
に
示
す
。
も
っ
と
も

多
か
っ
た
の
は
母
親
（
五
五・〇
％
）
で
、

二
番
目
が
本
人
（
二
二・八
％
）
だ
っ
た
。

◦
主
訴

　
主
訴
の
頻
度
お
よ
び
比
率
を
図
1
に

示
す
。
そ
の
他
を
除
く
と
、
就
職
、
ひ

き
こ
も
り
、
親
子
関
係
、
不
登
校
、
発

達
障
害
の
順
で
、
頻
度
は
高
か
っ
た
。

一
方
、
身
体
障
害
、
い
じ
め
、
非
行
、

知
的
障
害
、
暴
力
の
頻
度
は
低
か
っ
た
。

◦
成
果
指
標
の
度
数
分
布

　
成
果
指
標
一
二
項
目
の
度
数
分
布
を

図
2
に
示
す
。
リ
ス
ク
指
標
に
つ
い
て

は
、「
孤
立
」
を
除
い
て
、
多
く
の
ケ
ー

ス
が
「
問
題
な
し
」
だ
っ
た
が
、
一
部

深
刻
な
状
況
の
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。

「
孤
立
」
は
、
軽
度
の
「
マ
イ
ナ
ス
一
」

の
評
価
を
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
最
も
多

く
、
二
番
目
が
中
度
の
評
価
「
マ
イ
ナ

ス
三
」
だ
っ
た
。
適
応
指
標
に
つ
い
て

は
、「
〇
」「
一
」
の
評
価
が
多
く
、
支

援
対
象
者
の
置
か
れ
た
状
況
の
悪
い
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

 

主
訴
、
成
果
指
標
、
お
よ
び

属
性
変
数
間
の
関
連
性
の
分
析

　
次
に
、
主
訴
、
成
果
指
標
、
お
よ
び

属
性
変
数
間
の
関
連
性
を
分
析
す
る
た

め
に
、
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
を

行
っ
た
。
分
析
に
用
い
た
変
数
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
性
別
： 
男
性
、
女
性
。

◦
年
齢
段
階
： 
一
五
歳
以
下
、
一
五

〜
一
九
歳
、
二
〇
〜
二
四
歳
、
二
五

〜
二
九
歳
、
三
〇
〜
三
四
歳
、
三
五

〜
三
九
歳
、
四
〇
歳
以
上
。

◦
初
回
相
談
者
： 

本
人
、
母
、
父
、
他

の
家
族
親
戚
（「
祖
父
母
」「
兄
弟

姉
妹
」「
親
戚
」
の
回
答
を
一
つ
に

ま
と
め
た
）、
そ
の
他
。

◦
主
訴
： 

ひ
き
こ
も
り
、不
登
校
、ニ
ー

ト
、
非
行
暴
力
い
じ
め
　（「
非
行
」

「
暴
力
」「
い
じ
め
」
の
回
答
を
一
つ

に
ま
と
め
た
）、
親
子
関
係
、
人
間

関
係
、
発
達
障
害
、
精
神
障
害
、
就

職
、そ
の
他
主
訴（「
知
的
障
害
」「
身

体
障
害
」は
、「
そ
の
他
」に
含
め
た
）。

◦
リ
ス
ク
指
標
： 

各
項
目
の
評
定
値

を
、
中
重
度
（
マ
イ
ナ
ス
五
〜
マ

イ
ナ
ス
三
）、
軽
度
（
マ
イ
ナ
ス
二

〜
マ
イ
ナ
ス
一
）、
問
題
な
し
（
〇
）

に
リ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
た
。

◦
適
応
指
標
： 

各
項
目
の
評
定
値
を
、

不
十
分
（
〇
）、
少
し
（
一
〜
二
）、

あ
る
程
度
（
三
〜
五
）
に
リ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
た
。

　
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
分
析
の
結

果
、
三
成
分
が
抽
出
さ
れ
た
、
各

成
分
の
固
有
値
は
そ
れ
ぞ
れ
、
〇
・

一
九
〇
、〇・
一
一
一
、 

〇・
〇
九
〇
で

あ
っ
た
（
累
積
寄
与
率
二
一・
七
％
）。

第
一
成
分
は
、「
経
験
　
あ
る
程
度
」「
目

標
　
あ
る
程
度
」「
交
友
　
あ
る
程
度
」

「
生
活
基
盤
　
あ
る
程
度
」「
孤
立
　
な

し
」
が
高
い
正
の
ウ
ェ
イ
ト
を
、「
活

動
　
不
十
分
」「
経
験
　
不
十
分
」「
社

会
的
資
源
　
不
十
分
」「
交
友
　
不
十

分
」「
孤
立
　
中
重
度
」
が
高
い
負
の

表3 年齢段階の分布
15歳未満 15-19歳 20-24歳 25-29歳

頻度 60.0 189.0 118.0 71.0

% 11.3 35.6 22.2 13.4

30-34歳 35-39歳 40歳以上 不明

頻度 41.0 38.0 12.0 2.0

% 7.7 7.2 2.3 0.4

表4 初回来談者の分布
本人 母 父 祖父母

頻度 121.0 292.0 35.0 9.0

% 22.8 55.0 6.6 1.7

兄弟姉妹 親戚 その他

頻度 9.0 2.0 63.0

% 1.7 0.4 11.9

 

図1　支援対象者の主訴

 

図2　成果指標の度数分布
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ウ
ェ
イ
ト
を
示
し
た
。
よ
っ
て
、
第
一

成
分
は
、
支
援
対
象
者
の
お
か
れ
た
状

況
の
良
し
悪
し
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
第
二
成
分
は
、「
一
五
歳
未

満
」「
一
五
〜
一
九
歳
」
が
正
の
ウ
ェ

イ
ト
を
「
二
〇
〜
二
四
歳
」「
二
五
〜

二
九
歳
」「
三
〇
〜
三
四
歳
」「
三
五
〜

三
九
歳
」「
四
〇
歳
以
上
」
が
負
の
ウ
ェ

イ
ト
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
第
二

成
分
は
支
援
対
象
者
の
年
齢
と
そ
れ
に

伴
う
支
援
者
の
属
性
や
状
態
を
表
す
成

分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
成

分
は
、「
不
登
校
　
あ
り
」「
発
達
障

害
　
あ
り
」
が
高
い
正
の
ウ
ェ
イ
ト
を
、

「
反
社
会
的
行
為
　
中
重
度
」「
生
活
基

盤
　
中
重
度
」「
自
傷
　
中
重
度
」「
貧

困
　
中
重
度
」
が
高
い
負
の
ウ
ェ
イ
ト

を
示
し
た
。
以
上
よ
り
、
第
三
成
分
は
、

今
回
の
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
特
徴
的
な

リ
ス
ク
・
不
適
応
状
態
の
有
無
を
表
す

成
分
だ
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
支
援
対
象
者
の
属
性
、
主
訴
、
お
よ

び
、
リ
ス
ク
・
不
適
応
状
態
と
の
関
係

が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る

第
二
成
分
と
第
三
成
分
の
ウ
ェ
イ
ト
に

よ
る
プ
ロ
ッ
ト
を
図
3
に
示
す
。
図
3

の
布
置
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
る
。

第
一
に
、「
一
五
歳
未
満
」
と
「
不
登

校
　
あ
り
」
の
布
置
が
近
い
。
第
二
に
、

「
一
五
〜
一
九
歳
」
は
「
母
が
初
回
相

談
」「
発
達
障
害
　
あ
り
」「
就
職
　
な

し
」「
貧
困
　
な
し
」
の
布
置
が
近
い
。

第
三
に
、「
二
〇
〜
二
四
歳
」
は
、第
二
・

第
三
成
分
と
も
に
ウ
ェ
イ
ト
が
低
く
明

確
な
特
徴
が
あ
る
と
は
言
い
づ
ら
い
が
、

「
そ
の
他
が
初
回
相
談
」「
孤
立
　
中
重

度
」
と
布
置
が
近
い
。「
二
五
〜
二
九

歳
」「
三
〇
〜
三
四
歳
」
は
、「
本
人
が

初
回
相
談
」「
就
職
　
問
題
あ
り
」「
活

動
　
少
し
」「
目
標
　
少
し
」「
社
会
的

資
源
　
少
し
」と
布
置
が
近
い
。「
三
五

〜
三
九
歳
」「
四
〇
歳
以
上
」
は
、「
貧

困
　
中
重
度
」
と
の
布
置
が
近
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
支
援
対
象
者
の
年
齢
層

と
、
相
談
の
契
機
と
な
る
問
題
や
相
談

前
の
リ
ス
ク
・
不
適
応
状
態
と
の
間
に
、

あ
る
程
度
の
関
連
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
頻
度
と
し

て
は
低
い
が
、
加
害
、
反
社
会
的
行
為
、

自
傷
な
ど
の
点
で
深
刻
度
の
高
い
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
た
。

 

考
察

　
名
古
屋
市
子
若
セ
ン
タ
ー
の
相
談
事

例
の
パ
タ
ー
ン
分
析
か
ら
は
、
支
援
対

象
者
の
年
齢
層
に
よ
っ
て
、
抱
え
て
い

る
問
題
や
リ
ス
ク
・
不
適
応
状
況
に
あ

る
程
度
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。
支
援
対
象
者
が
一
五

歳
未
満
の
場
合
、
不
登
校
に
よ
る
相
談

が
多
い
傾
向
と
思
わ
れ
る
。
支
援
対
象

者
が
一
五
〜
一
九
歳
だ
と
、
発
達
障
害

に
よ
る
相
談
が
多
い
と
見
ら
れ
る
。
中

 

図3　支援対象者の属性、主訴、成果指標評価の2次元平面プロット（成分2×成分3）
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学
ま
で
は
発
達
障
害
に
よ
る
問
題
は
、

学
校
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
、
見
過
ご
さ
れ
問
題
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
が
、
高
校
あ
る
い
は

大
学
へ
の
進
学
を
契
機
と
す
る
学
習
上

の
問
題
や
就
職
に
よ
る
職
場
へ
の
適
応

の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
で
顕
在
化
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
家
族
と
の
同
居

が
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
母
親
が
初

回
相
談
に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、

生
活
上
の
困
難
さ
は
見
ら
れ
な
い
。
支

援
対
象
者
が
二
〇
〜
二
四
歳
で
は
、
孤

立
の
レ
ベ
ル
が
や
や
深
刻
で
、
居
場
所

や
社
会
関
係
の
点
で
困
難
を
抱
え
る
こ

と
が
多
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
初

回
相
談
者
が
家
族
親
戚
以
外
の
人
間
で

あ
る
こ
と
も
多
く
、
血
縁
者
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
ま
り
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
窺
え
る
。
二
五
〜
三
四
歳
は
、
本
人

が
来
談
し
、
相
談
内
容
も
就
職
に
関
す

る
事
柄
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
目
標
・

活
動
・
社
会
的
資
源
な
ど
の
適
応
指
標

は
や
や
悪
い
の
で
、
就
業
に
向
け
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を
求
め
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

相
談
者
が
三
五
歳
以
上
だ
と
、
貧
困
の

問
題
が
深
刻
で
、
来
談
し
に
来
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　
分
析
を
通
じ
て
、
子
若
セ
ン
タ
ー
が

子
ど
も
・
若
者
が
抱
え
る
多
種
多
様
な

問
題
を
受
け
つ
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
十
分
機
能
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
相
談
実

績
も
伸
び
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
え
て
言

え
ば
、
要
支
援
者
に
い
か
に
早
期
に
関

わ
り
、
必
要
な
支
援
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
が
、
今
後
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
三
五
歳
以
上
の
支
援
対
象
者
は
、

本
人
か
ら
す
る
と
万
策
尽
き
て
に
っ

ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
く
な
っ
た
末
に
、

生
活
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
相

談
に
来
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
事
態

に
陥
る
前
に
、
要
支
援
者
と
な
る
リ
ス

ク
を
負
っ
た
子
ど
も
・
若
者
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

中
学
な
い
し
高
校
卒
業
後
に
、
発
達
障

害
の
問
題
が
顕
在
化
す
る
よ
う
に
分
析

結
果
か
ら
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
修
学

中
に
発
達
障
害
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち

が
、
自
ら
の
障
害
を
理
解
し
た
り
、
進

学
や
就
業
時
に
直
面
す
る
問
題
に
対
処

す
る
た
め
の
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

受
け
ら
れ
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
子

若
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
越
え
て
、
子
ど

も
・
若
者
に
対
す
る
社
会
福
祉
お
よ
び

特
別
支
援
教
育
の
問
題
と
し
て
、
社
会

が
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
も
あ
る
。

　
子
若
セ
ン
タ
ー
の
成
果
指
標
に
つ
い

て
は
、
自
己
評
価
の
指
標
と
し
て
役

立
っ
た
反
面
、
評
価
の
段
階
の
定
義
の

見
直
し
や
評
価
者
間
の
誤
差
を
小
さ
く

す
る
た
め
の
方
法
な
ど
の
さ
ら
な
る
改

善
が
必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
、
何
ら
か
の

客
観
的
な
外
的
基
準
を
用
い
た
基
準
関

連
妥
当
性
の
検
証
や
、
縦
断
的
研
究
に

よ
る
評
価
の
経
時
的
な
パ
タ
ー
ン
の
分

析
な
ど
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
と
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

⑴
本
研
究
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
特
別
研
究

奨
励
費
の
助
成
を
受
け
た
（
研
究
名
：
都

市
型
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
に
関
す
る
研
究
。
研

究
代
表
者
：
谷
口
由
希
子
）。
ま
た
、
本

稿
の
内
容
は
、「
名
古
屋
市
子
ど
も
・
若

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
成
果
指
標
公
開
研

究
会
」（
二
〇
一
九
年
二
月
一
六
日
）
に

て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
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